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. はじめに





そのため, 第節で本稿の分析枠組みを明確にする｡ 経済学の分析対象を ｢孤立的な｣ 個人
の私的消費に基づく経済的価値だけでなく, 人間関係を重視する ｢普通の｣ 個人の社会的消費
に含まれる社会的価値に拡張する)｡ 複雑化を避けるため, 社会的無差別曲線と価値フロンティ












行われた講演 ｢価値と効率を考える－現代経済の課題－｣ に基づくものである｡ この講演に当たって,
岡本悳也学部長, 細江守紀教授をはじめ多くの方々から有益な助言とコメントをいただいた｡ ここに
記して感謝したい｡





的認識だ｡ ところが, 最近流行の ｢効率至上主義が社会的価値の実現を妨げている｣ とする俗
論はこの公理を否定するものだ｡ さまざまな社会的価値同士の間にはトレードオフ (背反関係)




をおそれずに経済的価値と社会的価値を区別しよう｡ 経済的価値とは, 個人 (私) 的利用の対
象となる消費財・サービスから得られる価値を指す｡ これに対して, 社会的価値とは, 上述し





るような資源配分を達成することだ｡ そのような資源配分は, 経済的価値を体現する財 (たと
えばコメ) と社会的価値を体現するそれ (たとえば集合住宅) との間のトレードオフを示す価
値 (実現可能フロンティア)の上になければならない｡ 最も単純な図解は図の曲線によっ
て与えられる｡
ところで, 曲線は無数の効率的な資源配分を示している｡ 社会的選択とは, 何らかの価
値基準によってこの曲線上で社会的に望ましい点を選択するという問題だ｡ 正統派の経済学者
はこうした社会的価値基準の概念に対して懐疑的だった｡ 例えば, ｢頭脳なく神経なき社会は
欲望を感ぜず｡ 社会的価値 (基準) の概念は, 共産主義社会では意味を持つかもしれないが通

















意味で ｢効率的な｣ 点であり, しかもその上で最上位にある社会的無差別曲線を実現している
という意味で ｢社会的に最適な｣ 点でもある｡ コメと家屋が完全競争市場で取引され, 外部経
済・不経済がないなど一連の仮定の下では, こうした社会的最適が市場を通じて達成される｡
(厚生経済学の基本定理)｡ 現実には完全競争, 外部効果の存在によって, 社会的最適の達成は
保証されない｡ ここで, コメはマーシャルの ｢貨幣｣ のような価値標財で完全競争市場で取引






) 福岡 () にその解説がある｡




｢聖域なき構造改革｣ を標榜した小泉政権の末期, 年ごろからから交通, 建築, 食品な
どの分野での安全を脅かす事件がクローズアップされ, ｢格差｣ の拡大が問題とされるように
なった｡ 効率至上主義がもたらした災禍であると断罪する論者が多かった｡ ここでは, 安全に
関する当時のメディアの論調をふりかえることから始めよう｡
メディアの論調
事例. 過密ダイヤ (年)関西における私鉄ととの過当な競争は, 効率主義 (儲かれ
ば全てが正当化される)に疑問を投げかけるものだ｡ 顧客が鉄道業に望むのは, 便利さ,
速さ, 安全とすると, 便利さ, 速さと交換に最も重要な安全が軽視されている｡





それを再び売るというような事件が頻発している｡ 雪印, 不二家, ミートホープ, 白い




するのは, 効率の追求 (あるいは費用の最小化)が安全, 安心といった社会的価値を毀損して
いるという主張だ｡ 価値と効率の間にはトレードオフがあるといいたいようだ｡ 確かに, 個人
や企業の利益といった私的な経済価値を実現するための効率の追求は, 必ずしも社会の利益に
はならない｡ しかし, ここで挙げた事例は私的価値と社会的価値の背反によるもので, 社会的
価値と効率との背反から生じているのではない｡ 効率の追求が社会的な価値を毀損しているの




と明言した｡ ｢絶対安全｣ なきあと, 安全も速 ｢度｣ や ｢精｣ 度と同じような安全 ｢度｣ で語
   
――
るべきスペックのつとなった｡ ｢すべての関係者が正直な安全度の情報を提示するように促
すには, 社会がまず絶対安全の建前をやめなければならない｣｡ (産経新聞 『正論』, 平成年
月日)
マンションの安全度
建築の耐震設計偽装の問題を検討する｡ 家屋 (マンション) の規模が所与であるとして, そ












れ残り食品などの市場で劣悪品のみが流通する ｢逆選択｣ を引き起こす｡ このような ｢市場の
失敗｣ (	
	) は効率主義から派生する問題ではなく, 市場万能説とも本来無縁の




ロンティア上にある場合でも社会的無差別曲線との交点で, すなわち限界変形率 () と限
界代替率 () が一致しない状態で発生する現象で, よく知られているように, 賃金・物価
の硬直性, 独占, 外部効果, 公共財の存在によっても生じる｡ 対策としては, 競争政策, 需要
管理政策, 取引の直接規制, 課税・補助金政策, 総量規制と取引権市場の設立など, ケースに
応じて考える必要がある｡
. 政府の失敗
市場の失敗に対する救済策として, 政府は民間経済主体に対する規制 (ないし助成), 国営
事業などの方法で対応してきた｡ しかし, 政府のこのような政策それ自体が必ずしもうまくい
かず, 場合によってはかえって事態を悪化させてしまうかもしれない｡ 第に政府の情報が不
完全であるため, 対応を誤る可能性がある｡ たとえば, 公共財に対する社会的なニーズや環境・











ら ｢出ずるを計って入るを制する｣ ことが可能だ｡ これが ｢親方日の丸｣ という弊害を生むこ
とになる｡ ハンガリーの経済学者() は旧社会主義経済の重大な問題点としてこ
のソフトな予算制約に注目した｡ 具体的には, 政府の企画部門がある公共財の供給を政府予算




















 経済的 (差別的) 規制の帰結
新規企業の参入を差別的に制限する経済的規制が過度に行われる要因の一つは, 天下りを媒
介とする官民の癒着にある｡ 官庁と業界の利得はどちらも天下り数と規制水準に依存し












































見解に批判的だ｡ 但し, 税制を論じた第	章では, よく設計された税制には公平性と効率性
のトレードオフがあると明言している｡ 私は, 税制の真の問題は公平性と効率性のトレードオ
フではなく, 公平性と他の価値 (公平性の実現のためにコストとして失われる消費財)のトレー





























転の実施を組み合わせたケースの (点) を比較するものと解釈できる｡ この分析は, 効率的
とされる人頭税が公平性を著しくそこなうため受け入れられないとしても, 公平性を考慮した























本稿の枠組みは, 営利企業, 政府企業, が混在する混合体制の政策理論として構想さ
れている)｡ その主旨は, 	
() の古典的な外部経済論や	() の先駆









止, 随意契約制度から競争入札制度への切り替え, 事業主体の変更 (民営化, 地方化), 天下
価値と効率
――
) その意味で, 本論文は筆者のこれまでの著作 (), 大山 (), (), (),
(), 大山 () などの延長線上にある｡
りの規制, 税制・社会保障制度の改革などである｡ しかし, 民間企業でも組織内部のガバナン
スが不十分であれば, いわゆる非効率の発生という形で価値フロンティアが縮小する可能
性がある｡ また, 市場が物価・賃金の硬直性によって機能不全に陥っている場合にも, 失業の
発生によって価値フロンティアが縮小するだろう｡ このような事態に対しては, 政府だけでな
く民間の非営利組織が協力して非効率の克服や政府の財政拡大による雇用の増加をはかる
ことが必要だ｡ , 指定管理者制度, 業務委託などの公民連携 () は, 価値フロンティ
アの保全ないし回復をはかる方策の一つとして位置づけられる｡
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